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小野建・堺

全
自
動
曲
げ
機
本
稼
働

同
社
で
初
導
入

建
築
金
物
な
ど
対
応

Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
過
去
最
高
益

21
年
通
期
、最
終
7000
億
円
目
前

中国、亜鉛めっき鋼板輸出増
高付加価値品、政府が奨励高付加価値品、政府が奨励

海
外
市
況
上
昇
も
追
い
風

神鋼商事、経常益3倍
年間配当引き上げ

4
―
12
月

金
属
・
資
源
本
部
長
に
松
浦
氏

双
日
、専
務
に
尾
藤
氏
昇
格

4
―
12
月
業
績

4
―
12
月
業
績

増
収
減
益
に

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
線

販
売
量
34
％
増
加

売
上
高
2.7
％
増

通
期
の
売
上
高

予
想
上
方
修
正

受
注
高
12
％
増

下関の廃棄物処理
設備改良工事受注

神鋼環境ソリュ

静岡と合同

橋
守
支
援
セ
ン
タ
ー

大
阪
で
技
術
研
さ
ん
会

ジェコス建機事業

統合子会社
社長に藤田氏

繰
延
税
金

資
産
を
計
上

新
日
本
電
工

役
員
報
酬
を
減
額

虹
技

小
野
建
は
、
堺
ス
チ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
堺
市
）
に
鋼
板
用
の
最
新
式
全
自
動

曲
げ
加
工
機
を
12
月
に
新
設
、
1
月
か
ら
本
稼
働
を
開
始
し
た
。
材
料
セ
ッ
ト

か
ら
加
工
、
搬
出
ま
で
全
自
動
で
行
え
る
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
マ
シ
ン
を
導
入
す
る

の
は
、
同
社
で
は
堺
ス
チ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
初
と
な
る
。「
既
存
の
加
工
機
と
連

動
さ
せ
鋼
板
加
工
の
受
注
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
建
築
金
物
な
ど
や
幅
広
い

分
野
で
の
部
材
製
作
を
手
掛
け
、
顧
客
満
足
度
（
Ｃ
Ｓ
）
の
向
上
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
」（
木
下
正
祥
取
締
役
大
阪
支
店
長
）
と
し
て
い
る
。

堺
ス
チ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

に
は
、
レ
ー
ザ
ー
加
工
機

4
基
と
ド
リ
ル
マ
シ
ン
3

基
（
全
自
動
1
基
、
オ
ー

ト
ボ
ー
ラ
ー
2
基
）、シ
ョ

ッ
ト
ブ
ラ
ス
ト
基
2
基
、

半
自
動
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
機

1
台
を
保
有
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
切
板
、
穴
開
け
な
ど

の
加
工
を
行
っ
て
い
る
。

導
入
し
た
曲
げ
ロ
ボ
ッ

ト
は
、
ア
マ
ダ
製
の
「
Ｈ

Ｇ
―
2
2
0
4
Ａ
Ｒ
ｍ
」。

全
工
程
を
1
ロ
ボ
ッ
ト
で

で
き
、
簡
単
操
作
か
つ
安

心
、
安
全
、
安
定
加
工
を

行
う
全
自
動
曲
げ
加
工
シ

ス
テ
ム
。
加
工
可
能
サ
イ

ズ
は
板
厚
0
・
5
―
6

㍉
、
ワ
ー
ク
サ
イ
ズ
は
最

小
1
0
0
―
5
0
0
㍉
、

最
大
2
5
0
0
―
1
2
5

0
㍉
。

特
長
と
し
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
動
作
が
可
能
な
7

軸
多
関
節
ロ
ボ
ッ
ト
が
、

素
材
搬
入
や
曲
げ
マ
テ
ハ

ン
、
製
品
搬
出
を
1
台
で

行
う
こ
と
に
よ
り
、
大
物

・
重
量
物
曲
げ
加
工
の
段

取
り
を
少
な
く
し
、
長
時

間
運
転
を
実
現
。
つ
か
み

か
え
装
置
に
よ
り
、
重
量

物
に
対
応
、
加
工
範
囲
が

拡
大
し
た
。
最
大
6
種
類

の
グ
リ
ッ
パ
ー
が
、
格
納

可
能
な
自
動
グ
リ
ッ
パ
ー

交
換
装
置
（
Ａ
Ｇ
Ｃ
）
を

標
準
装
備
し
、
加
工
製
品

に
合
わ
せ
て
グ
リ
ッ
パ
ー

を
自
動
で
交
換
す
る
た

め
、
段
取
り
を
削
減
。
角

度
セ
ン
サ
ー（
Ｂ
ｉ
―
Ｓ
）

の
搭
載
に
よ
り
、
ロ
ボ
ッ

ト
加
工
中
の
角
度
出
し
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
。
イ
ー
ジ

ー
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
実

現
し
た
。

同
社
で
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
小

野
建
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
開

設
し
て
お
り
、
今
回
導
入

し
た
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
マ
シ

ン
が
加
工
す
る
様
子
を
紹

介
し
て
い
る
。

韓
国
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
が

28
日
発
表
し
た
2
0
2
1

年
通
期
決
算
に
よ
る
と
、

純
利
益
は
7
兆
1
9
6
0

億
㌆
（
6
9
6
4
億
円
）

と
前
年
の
4
倍
に
増
え
、

過
去
最
高
を
更
新
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

か
ら
需
要
が
回
復
、
鋼
材

価
格
が
上
昇
し
、
高
付
加

価
値
品
の
拡
販
な
ど
で
収

益
を
拡
大
し
た
。
連
結
、

単
体
と
も
売
上
高
、
利
益

と
も
過
去
最
高
だ
っ
た
。

22
年
は
単
体
粗
鋼
生
産
で

3
6
5
0
万
㌧
、
鋼
材
販

売
で
3
4
7
0
万
㌧
、
売

上
高
は
連
結
で
77
兆
2
0

0
0
億
㌆
、
単
体
で
39
兆

8
0
0
0
億
㌆
を
見
込

む
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
改

善
な
ど
に
よ
る
1
兆
㌆
の

コ
ス
ト
削
減
な
ど
を
通
じ

て
収
益
を
確
保
す
る
。

昨
年
は
単
体
の
普
通
鋼

鋼
材
価
格
が
ト
ン
97
万
5

0
0
0
㌆
と
前
年
比
47
％

上
が
っ
た
。
高
付
加
価
値

品
の
ワ
ー
ル
ド
・
ト
ッ
プ

・
プ
レ
ミ
ア
ム
製
品
の
販

売
比
率
は
32
・
5
％
と
5

・
8
㌽
上
が
っ
た
。
単
体

の
営
業
利
益
に
対
し
て
、

価
格
改
善
は
11
兆
5
2
0

0
億
㌆
、
生
産
・
販
売
数

量
で
5
9
1
0
億
㌆
の
増

益
要
因
だ
っ
た
。
原
料
な

ど
コ
ス
ト
増
に
よ
る
6
兆

5
9
6
0
億
㌆
の
減
益
要

因
を
上
回
っ
た
。

10
―
12
月
は
単
体
営
業

利
益
が
1
兆
6
7
3
0
億

㌆
と
四
半
期
最
高
の
7
―

9
月
に
比
べ
て
27
・
1
％

減
っ
た
。
普
通
鋼
鋼
材
単

価
は
ト
ン
1
1
4
万
4
0

0
0
㌆
と
4
％
上
が
り
、

営
業
利
益
で
5
3
7
0
億

㌆
の
増
益
要
因
だ
っ
た
。

生
産
・
販
売
は
9
8
0
億

㌆
、
原
料
な
ど
コ
ス
ト
は

1
兆
6
2
0
億
㌆
の
減
益

要
因
だ
っ
た
。

詳
細
は
別
表
の
通
り
。

【
上
海
支
局
】中
国
の
鋼
板
輸
出
は
昨
年
後
半
に

減
少
し
た
が
、高
付
加
価
値
品
の
輸
出
は
増
加
が

続
い
た
。鋼
板
輸
出
で
最
多
の
亜
鉛
め
っ
き
鋼
板

は
2
0
2
1
年
に
1
5
3
7
万
㌧
と
前
年
比
38
・

6
％
増
加
。政
府
は
汎
用
品
の
輸
出
を
抑
え
る
一

方
で
高
付
加
価
値
品
の
輸
出
を
奨
励
し
て
い
る
。

海
外
市
況
上
昇
の
追
い
風
も
受
け
た
。
Ｃ
Ｏ
2
排

出
削
減
を
目
的
と
し
た
鉄
鋼
減
産
と
輸
出
の
抑
制

は
22
年
も
続
く
見
通
し
だ
が
、
鉄
鋼
企
業
の
収
益

確
保
と
海
外
市
場
の
獲
得
の
た
め
に
高
付
加
価
値

品
の
輸
出
は
高
い
水
準
を
保
つ
可
能
性
が
あ
る
。

亜
鉛
め
っ
き
鋼
板
の
輸

出
は
19
年
に
比
べ
て
も
25

・
6
％
増
え
、
全
鋼
板
輸

出
の
3
割
強
、
全
鋼
材
輸

出
の
2
割
強
を
占
め
た
。

年
平
均
の
輸
出
価
格
は
ト

ン
1
0
9
6
・
5
㌦
（
約

12
万
7
0
0
0
円
）
と
前

年
比
57
・
3
％
高
、
19
年

比
58
・
2
％
高
く
、
海
外

市
場
が
緩
や
か
に
回
復
す

る
中
で
高
採
算
を
取
得
で

き
た
こ
と
が
輸
出
増
に
つ

な
が
っ
た
。

中
厚
広
幅
鋼
帯
は
9
1

4
万
㌧
と
前
年
比
40
・
4

％
増
え
、
価
格
は
8
0
5

・
2
㌦
と
38
・
5
％
上
が

っ
た
。
カ
ラ
ー
鋼
板
は
6

4
5
万
㌧
と
1
・
9
％
減

っ
た
が
、
冷
延
コ
イ
ル
は

4
7
3
万
㌧
と
2
・
5
倍

と
な
っ
た
。
価
格
は
カ
ラ

ー
が
1
1
3
6
・
6
㌦
と

58
・
3
％
高
、
冷
延
が
8

6
7
㌦
と
56
・
7
％
上
昇

し
た
。

鋼
材
の
輸
出
先
は
東
南

ア
ジ
ア
が
最
も
多
く
、
1

9
1
7
万
㌧
と
11
・
0
％

増
え
、
全
輸
出
先
の
3
割

弱
を
占
め
た
。
南
米
向
け

は
7
7
4
万
㌧
と
1
・
8

倍
と
な
り
、
伸
び
率
は
最

大
。
韓
国
向
け
は
7
0
7

万
㌧
、
欧
州
連
合
27
カ
国

向
け
は
3
1
8
万
㌧
と
52

・
4
％
増
え
た
。

輸
出
税
制
を
5
月
と
8

月
の
2
度
改
定
し
た
こ
と

で
鋼
材
輸
出
は
7
月
以
降

減
り
続
け
、
上
期
の
3
7

3
8
万
㌧
か
ら
下
期
は
2

9
5
3
万
㌧
と
3
割
弱
減

少
し
た
。
鋼
板
類
は
下
期

に
2
0
1
8
万
㌧
と
同
2

割
減
少
し
た
が
、
鉄
鋼
メ

ー
カ
ー
が
汎
用
品
か
ら
生

産
を
シ
フ
ト
し
て
い
る
高

付
加
価
値
品
の
輸
出
は
高

位
に
と
ど
ま
っ
た
。

鋼
材
の
輸
入
は
20
年
に

2
0
0
0
万
㌧
強
と
急
増

し
た
が
、
21
年
は
1
4
2

7
万
㌧
と
過
去
5
年
の
平

均
レ
ベ
ル
に
落
ち
着
い

た
。
そ
の
う
ち
鋼
板
類
は

9
9
5
万
㌧
と
前
年
比
38

・
2
％
減
。
鋼
材
の
輸
入

平
均
価
格
が
1
5
0
0
㌦

強
と
同
50
％
上
が
り
、
コ

ス
ト
の
上
昇
に
よ
っ
て
輸

入
の
意
欲
が
減
退
し
た
。

中
国
鋼
鉄
工
業
協
会
が
21

年
の
鋼
板
貿
易
の
詳
報
を

こ
の
ほ
ど
伝
え
た
。

神
鋼
商
事
は
28
日
、
2

0
2
1
年
4
―
12
月
期
の

連
結
経
常
利
益
が
前
年
同

期
比
約
3
倍
の
72
億
円
に

な
っ
た
と
発
表
し
た
。
通

期
予
想
は
前
期
比
約
2
倍

の
82
億
円
で
据
え
置
い

た
。
同
時
に
期
末
配
当
予

想
を
従
来
の
一
株
当
た
り

85
円
か
ら
1
3
5
円
に
修

正
し
、
年
間
配
当
予
想
を

1
7
0
円
か
ら
2
2
0
円

（
前
期
実
績
50
円
）
に
引

き
上
げ
る
と
発
表
し
た
。

セ
グ
メ
ン
ト
別
の
経
常

利
益
は
、鉄
鋼
29
億
円（
前

年
同
期
2
億
円
）、鉄
鋼
原

料
3
億
円
（
前
年
同
期
比

81
％
増
）、非
鉄
金
属
27
億

円
（
1
8
1
％
増
）、機
械

・
情
報
9
億
円（
5
％
増
）、

溶
材
1
億
円
（
3
7
0
％

増
）。鉄鋼

は
、国
内
外
の
自

動
車
、建
築
、造
船
業
界
に

お
い
て
需
要
回
復
傾
向
が

見
ら
れ
、線
材
・
鋼
板
と
も

に
取
扱
数
量
が
増
加
し
、

価
格
も
上
昇
し
た
こ
と
な

ど
か
ら
増
益
と
な
っ
た
。

双
日
は
27
日
、
専
務
執

行
役
員
に
尾
藤
雅
彰
常
務

執
行
役
員
・
金
属
・
資
源

・
リ
サ
イ
ク
ル
本
部
長
が

昇
格
す
る
な
ど
の
4
月
1

日
付
役
員
人
事
を
発
表
し

た
。
尾
藤
氏
は
金
属
・
資

源
・
リ
サ
イ
ク
ル
、
化
学

な
ど
を
管
掌
す
る
。
後
任

の
本
部
長
に
は
新
執
行
役

員
に
就
く
松
浦
修
・
理
事

・
同
副
本
部
長
が
就
く
。

尾
藤
氏
は
6
月
の
総
会
日

付
で
取
締
役
に
就
く
。

金
属
関
連
事
業
の
管
掌

役
員
な
ど
を
務
め
た
西
原

茂
専
務
執
行
役
員
は
3
月

末
で
退
任
、顧
問
に
就
く
。

▽
松
浦
修
（
ま
つ
う
ら

・
お
さ
む
）
氏
＝
大
阪
大

文
学
部
卒
後
、
1
9
8
9

年
日
商
岩
井
（
現
双
日
）

入
社
。
鉱
産
部
長
、
人
事

総
務
部
長
、
秘
書
部
長
な

ど
を
経
て
、
19
年
理
事
。

20
年
金
属
・
資
源
副
本
部

長
。
1
9
6
5
年
8
月
5

日
生
ま
れ
、奈
良
県
出
身
。

コ
ロ
ナ
で
行
動
が
制
限
さ

れ
、
ス
ト
レ
ス
が
溜
る
が
、
悪

い
事
ば
か
り
で
は
な
い
。
自
分

の
時
間
が
増
え
、
本
を
読
み
、

考
え
る
時
間
が
増
え
た
。
昔
に

買
っ
て
あ
っ
た
三
島
由
紀
夫
の

軽
い
エ
ッ
セ
イ
「
を
は
り
の
美

学
」
の
中
の
「
学
校
の
を
は
り
」

を
読
ん
で
い
た
ら
、「
学
生
が
人

生
に
無
知
で
あ
っ
て
、
考
え
が

浅
薄
で
、
い
い
気
な
も
の
で
、

甘
い
理
想
家
で
、
虚
勢
ば
か
り

張
っ
て
ゐ
て
、
そ
の
く
せ
自
信

が
な
く
て
、
、
、
、
、
、
、」と

い
う
一
節
に
、
大
学
生
だ
っ
た

私
が
あ
ま
り
に
も
ぴ
っ
た
り
な

の
で
、
思
わ
ず
吹
き
出
し
て
し

ま
っ
た
。大
学
の
ゼ
ミ
の
時
間
、

級
友
に
「
本
の
要
約
な
ど
い
ら

ん
、
君
の
意
見
を
言
え
」と
か
、

先
生
に
は
「
知
識
で
は
か
な
い

ま
せ
ん
が
、
問
題
意
識
で
は
僕

の
方
が
数
段
上
で
す
」
な
ど
と

ほ
ざ
き
、
尖
っ
て
い
た
姿
が
目

に
浮
か
ん
だ
。
そ
れ
は
、
無
限

に
広
が
る
未
来
へ
の
恐
れ
と
、

や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
な

い
焦
燥
感
の
裏
返
し
で
あ
っ
た

の
だ
と
思
う
。

あ
の
頃
は
、
本
当
に
本
を
よ

く
読
ん
だ
。
そ
れ
で
も
、
明
確

な
目
標
が
見
つ
か
ら
ず
、
頭
で

っ
か
ち
に
な
っ
た
だ
け
だ
っ

た
。中

途
半
端
な
気
持
ち
で
就
職

し
て
、目
先
の
仕
事
に
追
わ
れ
、

そ
の
う
ち
結
婚
し
て
家
庭
を
持

ち
、
子
供
が
生
ま
れ
、
日
常
の

中
に
埋
没
し
て
い
る
自
分
が
、

持
っ
て
い
た
と
思
っ
て
い
た
思

想
が
一
枚
一
枚
剥
が
さ
れ
、
精

神
が
痩
せ
細
っ
て
い
く
感
覚
に

と
ら
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

四
十
を
過
ぎ
、
責
任
の
あ
る
仕

事
が
お
も
し
ろ
く
な
り
、
仕
事

に
熱
中
し
て
い
く
う
ち
に
、
そ

の
感
覚
は
い
つ
の
間
に
か
消
え

て
い
た
。
そ
れ
は
日
常
と
い
う

現
実
に
鍛
え
ら
れ
、
付
け
焼
刃

の
思
想
が
洗
わ
れ
、「
頭
で
っ
か

ち
の
甘
い
理
想
家
」
が
「
リ
ア

リ
ス
ト
」
に
変
貌
し
た
と
い
う

事
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
で

も
、
学
生
の
時
か
ら
今
ま
で
、

自
分
の
頭
で
考
え
る
事
だ
け
は

一
貫
し
て
来
た
つ
も
り
だ
。

こ
の
一
月
で
七
十
五
に
な
っ

た
。後
期
高
齢
者
に
指
定
さ
れ
、

「
お
前
は
老
人
だ
」
と
決
め
つ

け
ら
れ
た
よ
う
で
、
い
さ
さ
か

不
愉
快
で
は
あ
る
が
、
ま
ぎ
れ

も
な
い
老
人
で
あ
る
。し
か
し
、

老
い
は
一
様
で
は
な
い
。
今
流

に
言
え
ば
、
老
い
も
多
様
性
が

あ
る
と
い
う
事
だ
。
だ
か
ら
、

固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
私

流
の
老
い
方
を
し
よ
う
と
思
っ

て
い
る
。

2
0
0
8
年
の
春
、
61
で
こ

の
会
社
に
来
て
、
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
で
会
社
の
危
機
と
い
う

洗
礼
を
受
け
た
事
で
、
今
の
仕

事
が
天
職
と
思
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
百
人
規
模
の
こ
の
会
社

は
、
縁
あ
っ
て
集
ま
っ
た
社
員

を
幸
せ
に
す
る
ツ
ー
ル
だ
と
考

え
て
い
る
。理
想
を
根
底
に「
リ

ア
リ
ス
ト
」
と
し
て
投
資
家
に

も
魅
力
の
あ
る
「
究
極
の
社
員

の
た
め
の
会
社
」
に
す
る
事
が

私
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
「
創
造
的

老
人
」
を
目
ざ
し
て
歩
き
続
け

る
つ
も
り
だ
。

「
歩
キ
続
ケ
テ
果
ニ
熄
（
ヤ
）

ム
」（「
寡
黙
な
る
巨
人
」
多
田

富
雄
）

七
十
五
の
新
春
で
あ
る
。

感
謝

ジ
ェ
コ
ス

競
争
力
向

上
、
事
業
拡
大
分
野
の
受

注
活
動
を
強
化
し
た
も
の

の
、
競
争
激
化
で
採
算
性

が
低
下
。
連
結
売
上
高
は

前
年
同
期
比
1
・
9
％
増

の
増
収
に
対
し
、
経
常
利

益
は
21
・
2
％
減
で
増
収

減
益
と
な
っ
た
。
売
上
高

は
建
設
機
械
事
業
は
同
2

・
8
％
増
、
仮
設
鋼
材
事

業
が
同
1
・
3
％
増
と
2

事
業
は
増
収
だ
っ
た
。

今
期
か
ら
収
益
認
識
に

関
す
る
会
計
基
準
な
ど
を

適
用
、
売
上
高
7
0
0
0

万
円
減
、
売
上
原
価
3
0

0
0
万
円
増
と
な
り
、
営

業
利
益
、
経
常
利
益
、
税

金
等
調
整
前
四
半
期
純
利

益
は
各
1
億
円
減
少
し

た
。
利
益
剰
余
金
の
当
期

首
残
高
は
22
億
3
0
0
0

万
円
減
と
な
っ
た
。

日
本
精
線

ス
テ
ン
レ

ス
鋼
線
は
、
車
載
用
半
導

体
不
足
な
ど
に
よ
る
自
動

車
減
産
の
影
響
が
見
ら
れ

た
も
の
の
、
タ
イ
精
線
の

販
売
好
調
、
高
機
能
・
独

自
製
品
の
販
売
堅
調
で
、

月
平
均
販
売
数
量
は
前
年

同
期
比
33
・
8
％
増
の
3

6
1
6
㌧
。金
属
繊
維
は
、

半
導
体
関
連
業
界
向
け
超

精
密
ガ
ス
フ
ィ
ル
タ
ー
需

要
の
好
調
な
ど
か
ら
、
部

門
売
上
高
は
前
年
同
期
比

28
・
4
％
増
と
な
っ
た
。

山
九

国
や
地
域
に
よ

る
ば
ら
つ
き
を
伴
い
な
が

ら
も
回
復
基
調
が
続
い
て

き
た
が
、こ
こ
に
き
て
回

復
ペ
ー
ス
は
減
速
。中
国

で
は
不
動
産
投
資
の
減
速

や
電
力
・
部
材
不
足
の
深

刻
化
に
よ
る
生
産
減
速
、

新
興
国
は
デ
ル
タ
株
や
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
拡
大

に
伴
う
外
出
規
制
で
経
済

活
動
が
停
滞
し
た
。国
内

は
緊
急
事
態
宣
言
解
除
に

伴
う
活
動
再
開
が
進
ん
だ

こ
と
で
、持
ち
直
し
の
傾

向
を
み
せ
て
お
り
、こ
う

し
た
中
、売
上
高
は
前
年

同
期
比
2
・
7
％
増
、営
業

利
益
は
0
・
2
％
増
と
な

っ
た
。た
だ
、経
常
利
益
は

0
・
4
％
、純
利
益
は
7
・

3
％
そ
れ
ぞ
れ
減
益
。

部
門
別
で
は
物
流
事
業

が
売
上
高
6
・
7
％
増
、

セ
グ
メ
ン
ト
利
益
（
営
業

利
益
）
が
27
・
6
％
増
と

な
る
一
方
、
機
工
事
業
は

前
年
度
の
反
動
も
あ
っ
て

売
上
高
が
0
・
6
％
減
、

セ
グ
メ
ン
ト
利
益
が
6
・

2
％
減
だ
っ
た
。
ま
た
、

そ
の
他
と
位
置
付
け
る
各

関
連
工
事
へ
の
機
材
貸
出

な
ど
も
国
内
の
石
油
・
石

化
構
内
Ｓ
Ｄ
Ｍ
が
マ
イ
ナ

ー
年
と
な
っ
た
た
め
、
大

幅
に
減
少
し
た
。

2
0
2
2
年
3
月
期
見

通
し
は
、
上
方
修
正
し
た

前
年
10
月
時
点
の
予
想
を

据
え
置
い
て
い
る
。

虹
技

通
期
業
績
予
想

を
修
正
。
売
上
高
は
中
国

の
自
動
車
向
け
が
好
調
に

推
移
し
、
前
回
予
想
比
26

億
4
0
0
0
万
円
増
。
損

益
面
は
国
内
お
よ
び
中
国

子
会
社
で
原
材
料
価
格
高

騰
分
の
価
格
転
嫁
に
苦
戦

し
た
こ
と
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
禍
で
の
地
方
自

治
体
の
予
算
縮
小
に
伴
い

鉄
蓋
な
ど
の
売
り
上
げ
が

伸
び
悩
み
下
方
修
正
。
配

当
予
想
は
年
間
10
円
（
前

期
実
績
20
円
）
予
想
。

三
晃
金
属
工
業

海
外

の
大
口
案
件
や
国
内
の
一

般
工
事
物
件
の
受
注
増
な

ど
に
よ
り
受
注
高
は
前
年

同
期
比
12
・
9
％
増
の
2

6
5
億
3
8
0
0
万
円

で
、
繰
越
受
注
高
は
25
％

増
の
1
9
9
億
1
1
0
0

万
円
と
な
っ
た
。
主
な
部

門
別
受
注
高
は
屋
根
が
14

・
1
％
増
、
塗
装
が
62
・

4
％
増
、建
材
が
1
・
2
％

減
、売
電
が
5
・
8
％
増
。

屋
根
の
う
ち
主
力
の
長
尺

屋
根
は
15
・
8
％
増
。

神
鋼
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
は
、
山
口
県
下
関
市

か
ら
「
下
関
市
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
処
理
棟
基
幹
的

設
備
改
良
工
事
」
を
受
注

し
た
。
工
期
は
2
0
2
1

年
12
月
か
ら
2
0
2
4
年

1
月
ま
で
、
契
約
金
額
は

20
億
5
0
0
0
万
円
（
消

費
税
別
）。主
要
設
備
・
機

器
更
新
や
設
備
改
良
で
、

老
朽
化
し
た
廃
棄
物
処
理

施
設
の
性
能
回
復
と
延
命

化
を
図
り
、
省
電
力
化
で

Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
を
抑
制
す

る
。

施
工
完
了
後
は
、
適
切

な
管
理
の
も
と
30
年
以
上

施
設
が
使
用
可
能
で
、
廃

棄
物
処
理
施
設
の
整
備
に

係
わ
る
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

が
縮
減
で
き
る
。

橋
守
支
援
セ
ン
タ
ー

（
理
事
長
＝
坂
野
昌
弘
・

関
西
大
学
教
授
）
と
橋
守

支
援
セ
ン
タ
ー
静
岡
は
28

日
、
大
阪
市
中
央
区
の
マ

イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
で
技

術
研
さ
ん
会
を
開
催
し
、

会
員
や
関
係
者
ら
約
60
人

が
参
加
、
工
事
に
活
用
さ

れ
て
い
る
各
社
の
製
品
や

最
新
技
術
な
ど
を
紹
介
し

た
。
静
岡
と
合
同
で
の
開

催
は
、今
回
が
初
と
な
る
。

冒
頭
、
坂
野
理
事
長
は

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
が
続
く
が
、

重
傷
者
は
減
っ
て
き
て
お

り
、
対
策
を
講
じ
、
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
合

同
で
の
開
催
は
初
め
て
と

な
る
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

研
さ
ん
会
で
は
、
午
前

中
に
日
綜
産
業
の
高
い
安

全
性
を
誇
る
「
ク
イ
ッ
ク

デ
ッ
キ
（
先
行
床
施
工
式

フ
ロ
ア
型
シ
ス
テ
ム
吊
足

場
）」と
軽
量
バ
ー
ジ
ョ
ン

の
「
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
ラ

イ
ト
」、日
軽
産
業
の
橋
梁

長
寿
命
化
対
策
製
品
、
ニ

ュ
ー
テ
ッ
ク
の
断
面
修
復

材
、
午
後
か
ら
巴
製
作
所

の
Ｔ
Ｒ
Ｓ
を
用
い
た
鋼
橋

の
下
面
補
強
工
法
、
ヤ
マ

ダ
イ
ン
フ
ラ
テ
ク
ノ
ス
の

エ
コ
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
工
法
（
シ
ョ
ッ
ト
ピ

ー
ニ
ン
グ
処
理
）
な
ど
を

紹
介
し
た
。

橋
の
維
持
管
理
が
社
会

イ
ン
フ
ラ
を
守
る
課
題
と

し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
情

勢
も
背
景
に

あ
る
た
め
、

参
加
者
は
熱

心
に
各
製
品

・
技
術
の
説

明
に
耳
を
傾

け
て
い
た
。

同
法
人

は
、
地
域
で

橋
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
行

う
「
橋
守
」

の
精
神
を
持

っ
た
人
材
と
企
業
を
教
育

・
訓
練
す
る
。
技
量
と
経

験
に
応
じ
、
そ
の
技
量
の

認
定
と
新
し
い
技
術
を
確

認
・
評
価
お
よ
び
認
定
、

実
務
に
導
入
す
る
た
め
に

標
準
化
を
図
る
。
信
頼
で

き
る
人
材
と
技
術
を
、
社

会
基
盤
で
あ
る
公
共
構
造

物
の
維
持
管
理
に
導
入
す

る
こ
と
を
活
動
の
目
的
と

し
て
い
る
。

ジ
ェ
コ
ス
は
28
日
、
ジ

ェ
コ
ス
グ
ル
ー
プ
の
建
機

事
業
統
合
で
未
定
と
な
っ

て
い
た
合
併
後
の
子
会
社

の
社
長
に
藤
田
眞
取
締
役

専
務
執
行
役
員
が
就
任
す

る
人
事
を
決
定
す
る
と
と

も
に
、
本
社
所
在
地
を
東

京
都
中
央
区
東
日
本
橋
に

決
め
た
と
発
表
し
た
。

連
結
子
会
社
間
の
吸
収

合
併
で
、
商
号
を
「
レ
ン

タ
ル
シ
ス
テ
ム
」と
す
る
。

合
併
は
本
年
4
月
1
日

で
、
資
本
金
4
0
0
0
万

円
、
持
株
比
率
は
ジ
ェ
コ

ス
が
1
0
0
％
と
な
る
。

未
定
だ
っ
た
代
表
取
締

役
社
長
に
は
藤
田
氏
が
本

年
3
月
31
日
付
で
ジ
ェ
コ

ス
の
専
務
執
行
役
員
を
退

任
し
、
4
月
1
日
付
で
就

く
。
6
月
の
定
時
株
主
総

会
で
ジ
ェ
コ
ス
取
締
役
を

退
任
す
る
。

本
社
は
東
京
都
中
央
区

東
日
本
橋
3
―
7
―
19
に

置
く
。

新
日
本
電
工
は
28
日
、

2
0
2
1
年
12
月
期
決
算

で
繰
延
税
金
資
産
を
計
上

す
る
と
発
表
し
た
。
法
人

税
等
調
整
額
と
し
て
24
億

円
の
利
益
を
計
上
す
る
見

込
み
。
一
部
需
要
家
と
の

値
決
め
を
変
更
、
損
益
の

ブ
レ
を
抑
制
、
将
来
の
業

績
安
定
見
込
み
を
反
映
し

た
。
想
定
を
上
回
る
合
金

鉄
価
格
な
ど
を
織
り
込

み
、
連
結
経
常
利
益
予
想

を
69
億
円
と
昨
年
8
月
時

点
か
ら
14
億
円
増
、
純
利

益
を
78
億
円
と
38
億
円
増

な
ど
と
業
績
修
正
し
た
。

虹
技
は
28
日
、
同
日
発

表
の
業
績
修
正
を
踏
ま

え
、
役
員
報
酬
の
減
額
を

発
表
し
た
。
対
象
者
は
取

締
役
（
監
査
等
委
員
で
あ

る
取
締
役
を
除
く
）
で
、

減
額
内
容
は
、
代
表
取
締

役
社
長
が
月
額
20
％
、
常

務
取
締
役
が
同
10
％
、
取

締
役
が
同
5
％
。
2
0
2

2
年
1
月
分
か
ら
3
月
分

ま
で
実
施
す
る
。

前年

20
77
82
88
87
106

147
360

120

328
2050
256
870

前年
752.8
60.7
332.6
503.2
17.8
156.4
32.7
7.1
24.4

前月

40.5
93
110
136
140
161

185
450

155

478
2500
385
―

前月
804.2
69.1
348.8
601.7
18.4
180
35.1
7.8
21.9

前週

40
95
110
136
140
161

185
450

155

466
2800
408
1170

（12月）
（12月）
（11月）
（11月）
（12月）
（11月）
（11月）
（11月）
（12月）

（単位=万㌧）

1月
28日
40
95
110
136
140
161

185
460

155

466
2850
419
1190

793.4
61.9
358.4
600.2
19

187.9
37.9
7.3
21.9

〈市況〉
（東京相場、トン当たり千円）
鉄スクラップ(H2問屋買値）
小棒（異形19㍉）
H形鋼（200×100）
厚板（16―25㍉）
冷延薄板（1.0㍉）
表面処理鋼板
(電気めっき冷延下地、1.0㍉)
黒ガス管（50A)
ステンレス冷延鋼板
(SUS304、2.0㍉）
構造用鋼(SC材、丸鋼）

亜鉛（山元建値）
ニッケル（溶解用、市中相場）
アルミ地金（市中相場）
銅（山元建値）

〈関連項目〉
粗鋼生産（速報）
小棒生産（速報）
普通鋼国内出荷
普通鋼国内在庫
H形鋼ときわ会在庫
鋼材輸出（普通鋼通関実績）
鋼材輸入（普通鋼通関実績）
新設住宅着工（万戸）
新車登録（万台、含む輸入車）

4―12月期連結決算
(単位 :100万円、中段は前年同期、下段は通期予想）

売上高 営業利益 経常利益 純利益
ジェコス
81,822 3,372 3,769 2,585
80,274 4,468 4,783 3,334
111,000 5,550 5,900 4,050

三晃金属工業（非連結）
25,138 1,655 1,653 1,116
23,966 1,719 1,720 1,144
34,500 2,200 2,200 1,500

山九
411,464 26,288 26,656 17,019
400,654 26,236 26,752 18,363
547,500 33,500 34,000 22,000

神鋼商事
351,264 7,353 7,221 5,609
553,162 2,798 2,354 1,476
459,000 8,600 8,200 6,400

日本精線
32,905 3,711 3,800 2,669
24,049 1,536 1,728 1,214
42,000 4,200 4,200 2,940

虹技
16,682 43 ▼24 ▼25
12,938 166 236 71
23,100 140 30 0

POSCO連結業績
（単位 :10億㌆、%）

21年 前年比

売上高 76,332 32.1

単体 39,920 50.6

営業利益 9,238 284.4

単体 6,650 485.9

純利益 7,196 302.5

単体 5,181 436.3

（単位 :1000㌧）

単体粗鋼生産 38,264 6.5

単体製品販売 35,456 3.5

業績予想修正（連結） （単位 :100万円）
上段は前回予想、下段が修正予想

売上高 営業利益 経常利益 純利益
新日本電工 （1月―12月期）
65,000 ― 5,500 4,000
66,000 ― 6,900 7,800

新春に思う

新報国マテリアル社長

成瀬正氏

鉄鋼関連指標鉄鋼関連指標

日刊産業新聞22.1.31

導入した全自動曲げ加工機
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技術研さん会の様子

松浦氏


